様式第1号

福知山環境会議　入会のご案内
　福知山環境会議では、本年度の会員募集を行っています。環境問題や自然保護について関心をお持ちの方ならどなたでも入会していただけますので、ぜひこの機会にご入会ください。　入会を希望される場合は、下記のとおり手続きをしていただきますようお願いいたします。

記

１、年会費について

　　　会員は次に定める年会費を納めるものとします。

　　　　　正会員（個人）　　　　　　　　　　　　　　　　２，０００円
　　　　　正会員（団体）　　　　　　　　　　　　　　　  ３，０００円
　　　　　正会員（事業者）　　　　　　　　　　　　　　  ６，０００円
　　　　　賛助会員　　　　　　　　　　　　　　　　一口　５，０００円（一口以上）
　　　　　　※年度の途中で入会した会員の会費は、当該年度の会費とします。
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　　　　　　※既納の会費は返還しません。
２、福知山環境会議の活動について

　　　パンフレット等参照 　　　※詳しくは事務局にお問い合わせください。
３、会費の納入方法について

　　　<現金の場合> 入会申込書と会費を事務局へご持参ください。
　　　<振込みの場合> 会費を次のところへ振り込み、入会申込書を事務局へ提出してください。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　振込先 ： 京都北都信用金庫　篠尾支店
　　　　　　　　　　　　　　　　　口座種別 ： 普通

　　　　　　　　　　　　　　　　　口座番号 ： １０４６９５４
　　　　　　　　　　　　　　　　　口座名義 ： フクチヤマカンキヨウカイギ
４、申し込み・お問い合わせ
　　　〒620-0913　京都府福知山市字牧２８５番地（福知山市環境パーク内）

福知山環境会議事務局
　　　　　　　　　　　ＴＥＬ：２２－１８２７　　ＦＡＸ：２２－４８８１
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＜切り取り＞
福知山環境会議　入会申込書
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　福知山環境会議に入会したいので、年会費　　　　　　　　　　円（現金・振込み）を添えて申し込みをします。
　平成　　年　　月　　日
住所　〒　　-　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　氏名（団体名）　　　　　　　　　　　　　    　　　　　     　　㊞　
　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　（代表者）　　　　　　　 　　　　　　　　　　  　　　　　 　　
　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　電話番号　　　　　　　 　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　
※団体等での加入の場合は、会員名簿を添付してください。
　
○参加希望プロジェクト（参加したい活動内容）※あれば記載ください。

　　　（※複数可）　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




福知山環境会議の活動紹介
１、福知山環境会議

福知山環境会議は、『福知山市環境基本計画』が掲げる“１００年後の子どもたちに誇れる環境のまち福知山”の実現を目指して、平成１７年６月に発足しました。

私たちが暮らす福知山市は、自然に恵まれた緑豊かな都市といえますが、細部に目を向けますと農地や里山の荒廃による放棄、大量消費社会が生みだしたごみ処理問題や自然環境への負荷の増大、次世代に是非伝え残しておかなければならない生活の知恵など、今ここに暮らす私たちが、主体的に取り組まなければならない問題があります。

こうした認識のもと本会議では、自然・ひとの各分野から環境問題に関する１２のプロジェクトを立ち上げ活動を行います。

２、プロジェクトの紹介

	自然分野

	福知山の自然体験プロジェクト
	福知山の豊かな自然の中から自然体験箇所を選定し、ウォーキングにより散策します。自然体験には、伝統食、工作、清掃等も組み込み、参加者が地元福知山の自然について楽しく学びます。

	由良川・里山プロジェクト
	由良川河川敷を整備し竹林やフィールドの景観を保ち、木の実の採取や竹細工、自然観察会などのイベントを開催します。また、森林を整備して生活の場として活用できる里山をつくり、自然の恩恵を身体で感じられる里山体験ゾーンをつくって、木育活動の場として活用します。

	サケの飼育と採捕・放流プロジェクト
	由良川の河川環境を守り、由良川へのサケの遡上を絶やさないために、市民の手でサケの卵を孵化し、稚魚の飼育を行い、由良川に放流します。そして４年後に大きく育って戻って来た成魚を採捕し、海と由良川の恵みを実感して、美しい河川を守ることの大切さを学びます。

	生きもの調査プロジェクト
	福知山の生き物の実態を知ることを目指し、福知山の動植物の現状を調査します。この調査を継続的に行うことで、そこに育まれる生き物や人の生活をより良いものにするための課題を明らかにし、環境学習などの基礎資料とします。

	ひと分野

	ゴーヤ先生による広報プロジェクト
	「ゴーヤ先生」を活動のシンボルとして活用し「環境のまち福知山」をＰＲし、 みどりのカーテンをはじめとした「福知山市環境基本計画」の啓発や、市内のご当地キャラクターとの協働により、福知山の活性化を図ります。

	みどりのカーテン実施率日本一プロジェクト
	地球温暖化防止とヒートアイランド対策を目的に、取り組みやすい「環境活動」の第一歩としてみどりのカーテンを市民に普及します。また、「植物」を育て、命を大切にする心を育む「環境教育」の教材として、また、住民同士のコミュニケーションのツールとして、みどりのカーテンを活用します。

	環境人育成セミナープロジェクト
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環境を大切にする人づくりの入り口として、子どもを含め市民を対象に幅広いテーマで環境講座を開催します。また、環境に関する「指導者・リーダー」の市民人材を育成します。


	雨水の有効利用プロジェクト
	自然の恵みである雨水の有効利用について考えます。また、集中豪雨による河川の氾濫など内水対策の一環として、雨水貯留槽・雨水浸透桝を導入することで安心して暮らせるまちをつくることを目指します。

	再生可能エネルギー推進運動プロジェクト
	普段の暮らしの中から、持続可能な形での省エネルギー活動を考えます。また、再生可能エネルギーを暮らしに生かし、再生可能エネルギーによる電力自給が可能な地域社会が実現できる仕組みを検討します。

	福知山グリーン生活情報マップ作成活動プロジェクト
	環境や暮らしを考え、無添加食品・無農薬野菜等を提供する店、量り売りをする店、環境を考えたくらしを助ける商店、商店街を市民自身が見つけ出し、その情報を「福知山グリーン生活情報マップ」にまとめ、環境を考えた暮らしやまちを育むための情報として活用します。

	農山村での環境共育プロジェクト
	農山村を元気にするため、体験教室・民泊を通じて、市内だけでなく都市部に住む子どもを受け入れ交流を図るなど、農山村での自然を活かした生活を学び、後世に伝えます。

	ごみの減量と生ごみの堆肥化による資源の有効利用プロジェクト
	生ごみを貴重な有機肥料資源としてリサイクルすることにより、ごみの減量化と有効利用を促進します。また、生ごみ堆肥を利用した安心で安全な地場産農作物を市民が利用することにより地産地消の輪を広げ、循環型社会をつくります。
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３、活動の様子
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（裏面につづく）














